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は
じ
め

に

　

南

宋
紹

興
三

十
二

年
（

＝
六
二
〉

頃
、

居
士

の

王
日

休
に

よ

り
撰

述
さ

れ

た

『

龍
舒
浄
土

文
』

（

以

下
、

本
書）

は

撰
述

後
、

日
本
に

も

早

く
に

請
来
さ

れ
、

法
然
や

親
鸞

、

そ

の

門
下

な
ど

浄
土
教
系
の

僧
侶
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
1）

著

作
に

引
用
さ

れ

た
こ

と
は

周
知
の

と

お

り
で

あ
る

。

筆
者
は
こ

れ

ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　（
2）

で

平
安
時
代
六

往
生

伝
に
つ

い

て

考
察
を
重
ね
て

き
た

。

平

安
時
代
六

往
生

伝
を
考
え
る

上
で

、

撰
述
時

期
が

ほ

ぼ

同

時
期
で

あ
り

、

撰
述
者

が

平
安
時

代
六

往
生

伝
と

同
じ

く
在
家
者
で

知
識
層
で

あ
る

本
書
は

、

看
過
で

き
な
い

書
物
と

考
え
る

。

最
終
的
に

は
、

中
国
の

居
士

や

士
大

夫
な

ど

在
家
の

仏
教
者
が
著
し

た

書
物
と

、

日
本
の

文
人

貴
族
が

著
し

た

平
安
六

往
生

伝
な
ど

の

書
物
と

の

共
通
性

、

相
違

性
を

明
ら

か

に

し

て
い

き

た
い

と

考
え
て

い

る

が
、

そ
の

前
に

小
稿
で

は
、

本
書
の

な

か

の

行
業
に

注
目

し

て
、

本
書
に

表
れ

た

信
仰

、

そ
の

背
景
と
な
っ

た

状

況
に
つ

い

て

考
え
て

み

た
い

。

　
本

書
の

行

業
を

大

別
す
れ

ば
、

（

1
）

阿
弥
陀
念
仏
と

そ
の

勧
め

と

印
度
學
佛
敢
學
研
究
第
六
十
二

巻
第
二

号
　
平
成
二

十

六
年
三

月

（

H
）

他
者
の

教
化
で

あ
る

。

（

1
）

阿
弥
陀
念
仏
と

そ
の

勧
め

の

功

徳

と

し

て

は
、

（

i
）

念
仏
の

力

は

死

後
を
救
済
す
る

こ

と
、

（

h
）

そ

れ

に

加
え
て

現
世
利
益
的
な
も
の

で

あ
る
こ

と

が

述
べ

ら

れ

る
。

　
（

H
）

他

者
の

教

化
を

行
う
功
徳
と
し

て

は
、

教

化
者

自
身
の

利
益

が

大
き

く
な

る

た

め

と

説
く

。

　

本
書
で

は
、

（

1
）

（

H
）

の

行
業
が

日

常
生
活
の

上
で

妨
げ
と
な

る

も
の

で

な
い

と
述
べ

る
。

そ
し

て
、

西

方
を
修
す
れ
ば

、

そ
の

功
徳
は

死

後
だ

け
と

考
え
ら

れ

が

ち
で

あ
る

が
、

現
世
で

も

多
く
の

利
益
が

得

ら

れ

る
と

い

う
こ

と

を

繰
り
返
し

説
く

。

ま

た

そ
の

功
徳
は

自
分
だ

け

で

は

な
く
子
孫
に

も
利

益
が
あ
り

、

父

母
の

た

め

に

修
す
れ
ば

孝
養

に

も
な
る

と
い

う
。

こ

れ

ら

は
当
時
の

儒
教
を

素
養
と
し

て

生

き

て

い

く

上

で

も

得
る

も
の

が

多
い

こ

と

を

説
い

て

い

る

の

で

あ
る

。

『

龍
舒

浄

土
文
』

は

こ

の

よ

う
な

、

当
時
の

社
会
通

念
や

思

想
・

信
仰
・

習
俗

を

踏
ま
え
た

上

で
、

西
方
往
生
の

た

め
の

行
業
を

積
極
的
に

行
え

る
よ

う

な
理

論
と

実
践
の

例
、

勧
め

を
説
い

た

書
籍
と

位

置
づ

け
ら

れ

る
の

で

あ
る

。

以

下
、

具
体
的
に

考
察
し

て

い

き
た
い

。

五

五
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『

龍
舒
浄

土
文』

に

み
る

往
生

人
の

行
業
（

田

　
中）

一

　
『

龍
舒
浄
土

文
』

に

お
け
る

行
業

（
1

）

阿
弥
陀
念
仏
と

そ
の

勧
め

　
本
書
の

行
業
の
一

つ

と

し

て

阿

弥

陀
念
仏
と

そ
の

勧
め

が

あ
げ
ら

れ

る
。

そ
の

功
徳
の
一

つ

と

し

て
、

（

i
）

念

仏
の

カ
は

臨
終
後
を

救
済

す
る
こ

と

を

説
明
し

て

い

る
。

　
第
二

巻
（

浄
＋

総
要）

一

で
は

、

「

 
至
心
信

向
念
其
名
号
者

。

現
世

必
消
除
災
難

。

禳
却
冤
鬼

。

安
静
形

神
。

増
迎
福
寿

。

 
西

方
七
宝
池

中

則
生

蓮

花
一

朶
。

他
日

於
其
中
託

生

直
脱
輪

廻
之
外

。

」

と

念
仏

す

れ
ば

、

 
現
世
利
益
と

、

 
往
生

し

輪
廻
を

脱
す
る
こ

と

が

で

き
る
と

い

う
功
徳
を
説
く
。

　
第
三

巻
〔
普
勧

修
持）

六

で

は
、

百
疋

所
謂
十

念
者

。

乃

生

前
自
念
十

声
念

阿
弥

陀
仏

。

非
謂

身
後

請
人
念

也
。

生

前

自
念

者
。

（
中
略
）

経

云
。

身
後
人

為
作
功
果

七

分
得
一

。

生

前
自

作
者

得
千
百
倍
報

。

」

と

し
て

、

念
仏

は

自

分
が

生
前
に

行
う
方
が

効
果
が
大
き
い

と

述
べ

る
。

　
ま
た

、

第
五

巻
「

感
応

事
跡
」

十
六

「

唐
房

茘
」

伝
で

は
、

房
蓊
が

頓
死
し
た

時
、

閻
羅
王

か

ら

「

君
曾
勧
一

老
人

。

念
仏
已
生

浄
土

君
承

此

福
。

亦
合
生

浄

土
。

故
召
来

相
見

。

（

中
略）

以

此

知
。

勧
人

修
者

非
徒
往
生

。

又

感
動
幽
冥
也

。

」

と

し

て
、

人
に

念

仏
（
西
方
を

修
す
る

こ

と
）

を
勧
め

る

者
は

、

幽
冥
の

世

界
の

者
も

感
動
さ
せ

る

と

説
く

。

　
そ

し

て

（

i
）

と

同
様
の

功
徳
と

し

て

（

H
）

現
世
利

益
的
な
も
の

が

説
か
れ

る
。

小
笠

原

宣
秀
氏

は
、

『

龍
舒
浄
土

文
』

は

「

浄
土

教
の

五
六

日

常
性
」

を
広

く
社
会
の

人
々

に

知
ら
せ

る
こ

と
に

よ

り
、

浄
土
教
を

修
持
し

や

す
く

さ
せ

、

社
会
一

般
に

普
及

す
る

こ

と

を
願
っ

た

も
の

と

述
べ

、

日

常
性

と

は

世
俗
性

、

在
俗
的
立

場
の

も
の

を
強

調

し

て

現
世

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
3

）

利
益
を

説
く
こ

と

に

あ
っ

た
こ

と

と

指
摘
し
て

い

る
。

　
第
一

巻
（

浄
土

起
信）

一

で

は
、

「

 
浄
土

之

説
多
見

於
日

用

之
問

。

而
其

余
功
乃
見
於
身
後

。

不
知
者
止
以

為
身
後
之

事
而
已

。

殊
不
知
其

大

有
益

於
生

前
也

。

（

中
略
）

従

孔

子
之

言
。

而
以

儒
教

為
心

。

豈

不

益

於
生

前

乎
。

何
必

浄
土

哉
。

日
。

 
此

世
間

法

耳
。

非
出

世
間

法
。

世

間
法
則

不
出
於
輪
廻

。

出
世
間
法
則
直
脱
輪
廻
外

。

浄
土
既

益
於

生

前
。

又
益
於

身
後
者

。

以

其
兼

出
世

間
法

故
也

。

」

と

述
べ

て
、

 
浄

土

の

教
え
は

日

用
の

間
の

こ

と

を

多
く
説
い

て

お

り
生
前
の

利

益
は

大

で

あ
る
こ

と
、

 
儒
教
は

世
間
の

法
で

あ
る

が
、

浄
土
の

教
え

は

出
世

間
の

法
も

兼
ね

輪
廻
を
脱
出
す
る

こ

と

が

で

き
る

と

説
く

。

　
現
世
利
益
の

実
例
は

、

第
八

巻
「

現
世

感
応
」

に

収
録
さ

れ

る
。

第

八

巻
七

「

閻
羅
王

勧
婆
念
仏
」

で

は
、

「

閻
羅
王

教
我
念

仏
。

更

無
可

疑
。

故
常
念
此
仏
名

。

近
百
二

十
歳
方
終

。

其
生
浄
土
必

可
必

矣
。

豈

非
以
其
念

仏
而
又
延

寿
乎

。

何
其

寿
之

多
也

。

」

と

し

て
、

念
仏

の

功

徳
に

よ

り
生
前
は

延
寿
し

、

死
後
は

往
生
で

き
る
と

説
く

。

　
ま
た

、

病

気
平
癒
は

、

第
八

巻
⊥

ハ

「

阮
嫂
念
仏

眼
明
」

、

同
巻

十
二

「

念
仏
店
疾
遂
愈
」

、

同

巻
十
三

「

念
仏

痼
疾
皆
愈
」

等
に

あ
る

。

そ
の

他
、

災

難
か

ら

逃
れ

る

こ

と
が

第
八

巻
十
一

「

念
仏
屋

不
壓
死
」

、

悪

夢
を
避

け
る

こ

と

が

第
八

巻
三

「

鄒
賓
王

念
仏
夢
覚
」

、

同

巻

五

「

劉

一 584一
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慧
仲
念
仏
安
寝
」

、

同

巻

十
「

夢
中
念
仏
脱
恐
懼
」

、

同
巻
四

「

張
継
祖

念
仏
薦
亡
」

等
に

収
め
ら
れ
て
い

る
。

　

他
、

念
仏
を

行
い
、

念
仏
を

勧
め

た

伝
は

、

第
五

巻
「

感
応

事
跡
」

一

慧
遠
（
百
二

十
三

人

と

蓮
社
を

組
織）

、

二

十

六

黄
打
銕
（

頌
を

印
刷
し

て

広
く
配

布
し

、

念
仏
を
勧
め

た
）

、

二

十
七

呉
瓊
（

料
理

人
、

動
物
の

肉

を

切
る

た

び

に

念

仏
、

村

中
に

経
を

念
じ

て

懺
を

修

し
、

阿

弥
陀
念

仏
を

勧
め

た
）

等
が

あ
る

。

ま

た
、

他

者
か

ら

念
仏
を

勧
め

ら

れ

念
仏
し

て

往
生

し
た

挿
話
が

、

第
五

巻

十
八

姚
婆
（

知
人

に

勧
め

ら

れ
る
）

、

二

十
一

張

善
和
（
牛
を

屠
す

、

僧
侶
に
よ

り
臨
終
時
に

阿
弥
陀

念
仏
を

勧
め

ら

れ
る
）

等

数
多
く
収
め

ら

れ
る

。

こ

れ
ら
は

市
井
の

人
々

で

あ
っ

た

り
、

生

活
の

た

め

に

殺
生

を
行
う
者
で

あ
っ

た

り
す
る

が
、

自
ら

念

仏

し

て

も
、

他

者
か

ら

念
仏
を

勧
め

ら
れ
て

念
仏
し
て

も
往
生
で

き

る

例

を

あ
げ
て

い

る
。

　
と

こ

ろ

で
、

第
八

巻
七

「

閻
羅
王
勧
婆
念
仏
」

で

は
、

頓
死
し

た

蒋

婆
は

陰
府
へ

行
き

、

閻
羅
王

か
ら
経
を
念
じ

ら
れ
る

か
と

問

わ

れ
、

出

来
な
い

と

答
え

る

と

「

但
念
阿
弥
陀
仏
」

と

教
え
ら

れ

た
。

こ

の

よ

う

に
本

書
で

は
、

往
生
の

た
め

に

は

大
乗

経
典

を

読
誦

、

念
じ

る

こ

と

を

ま

ず
勧
め

る

が
、

で

き
な
い

者
へ

は

念
仏
を

勧
め
る

。

念
仏

は

文
字
を

読
め

な
い

者
か
ら

読
め

る

者
ま
で

幅
広
い

階

層
が
で

き

る

行
業
と
し

て

最
も
勧
め

ら

れ

て

い

る

の

で

あ
る

。

　

そ
の

他
、

本
書
に

説
か

れ
た

往
生
の

行
業
は

、

観
念
（

第
二

巻
七
）

、

斎

戒
を

た

も
つ

（

第
四

巻
八
）

、

善

業
を
迴

向
（

第
四

巻
十

三
∀

、

三

福
を

　
　
　
『

龍
舒
浄
土

文
』

に

み

る

往
生
人
の

行
業
（
田
　
中
）

修
す
（
同
巻
十
四
）

、

大
悲

陀
羅
尼

十

万
遍
（
第
五

巻
四

「

張
抗
」

）

、

法

華

経
読
誦

、

書
写
（
同

巻
六
「

慧
進
」

）

、

阿
弥
陀
像
造
像
（
同
巻
八

「

道

喩
」

）
、

観
音
・

勢
至
二

菩
薩
造

像
（

同

巻
十

四

「

惟
岸
」

）

、

阿
弥
陀
経
十
万
余
巻

書

写、

浄

土

変

相
図
三

百
余

巻

造
像

、

塔
修

善
（

同

巻
九

「

善

導
」

）
、

金

剛
経
十
万
遍

読
誦
（
同

巻
＋
五

「

尼
浄
真
」）

、

金

剛
経
万
遍

誦
経

、

五

台
山
巡

礼
（
同
巻
十

六

＝

房

蓊
」

）

等
が
あ
る

。

し

か

し
、

念

仏
ほ

ど

繰

り
返
し

説
か

れ
て

い

な
い

。

（

H
）

他
者
の

教
化
を
勧
め

る

　

本
書
を

代
表
す
る

も
う
一

つ

の

行
業
は

、

他
者
へ

の

教
化
を

勧
め

る

こ

と
で

あ
る

。

　

第
二

巻
（
浄
土

総
要）

五

で

は
、

「

仏
能
度
一

切
衆
生

。

不
能
度
一

切

不
信
之
人

。

以

不

信
比

命
尽
者
可

謂
極
矣

。

蓋

信
者
一

念

也
。

」

と

し

て
、

そ

も
そ

も
不
信
の

者
は

救
わ

れ

な
い

と

す
る

。

　
そ

し

て
、

第
三

巻
（
普
勧
修

彗

七

で

は
、

「

 
若
止

於
自

修
。

則

是

声
聞
之

徒
。

名
為
小
乗

。

蓋
如
車
乗
之
小
者

。

僅
得
自
済
已

。

而
此

仏

所
謂

断
仏

種
也

。

能
広
勧
人

者
。

名
為
大
乗
菩

薩
。

蓋

如
車

乗
之

大

者
。

人

我
兼
済
之

。

謂
此

獲
無
量
福
報

。

所
以

能
至
仏
地

也
。

（
中
略）

 
故

能
勧
一

人

修
浄
土

。

以

此

善
縁

消
釈

罪
悪

可
也

。

増
崇

福
寿

可

也
。

荘

厳
往
生

功

徳
可

也
。

（

中
略
）

 

勧
人

善
道

。

名
為

法
施

。

此

浄
土

法
門
為
法
施
之
大

者
。

遂
超
出
輪
廻

。

非
其
他
法
施
之

比
。

故

其

福
報
不
可

窮
尽

。

故
大
慈

菩
薩
勧
修
西
方
偈
云

。

能
勧
二

人

修
。

比

自

己

精
進
勧
至

十
余
人

。

福
徳
已
無
量

。

如
勧
百

与
千

。

名

為
真
菩
薩

。

五

七
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『

龍
舒
浄
土

文』

に

み
る

往
生

人
の

行
業
（

田

　
中
）

又
能
過
万

数
。

即
是
阿
弥
陀

。

」

と

し

て
、

 
浄
土
の

教
え

を

人
に

勧

め

る

人

は

大

乗
の

菩
薩
で

あ

り
、

無

量
の

福
報
を
獲
る

こ

と
、

 
浄
土

を

修
す
る
こ

と

を

勧
め

れ

ば

善

縁
に

よ

り
罪
悪

が

消
え

、

福
寿
が

増
す

こ

と
、

 
西

方
の

教
え
を

人
々

に

教

え

勧
め

る
こ

と

は

法
施
で

あ
り

、

輪
廻
を
超
出
で

き
、

そ
の

福
報
は

尽

き
る
こ

と

が

な
い

と

説
き

、

多
く

の

人
を
勧

化
す
る

の

は

菩
薩

、

如
来
で

あ
る

と

説
く

。

　
そ
の

他
、

第
六
巻
「

特
為
勧
喩
」

で

は

三

十
七

種
の

身
分、

職
業

、

状
況
等
を
あ

げ、

そ

れ

に

応
じ

て

念
仏
や
西
方
の

行
業
の

勧
め

等
を

説

　
　
　（
4

）

い

て

い

る
。

二

　
行
業
の

背

景

　
以

上
、

本
書
に

お

け
る

代
表
的
な
二

つ

の

行
業
を

確
認
し

た
。

つ

ぎ

に
、

こ

れ

ら

行
業
を

行

う
こ

と

を
勧
め

る

上

で
、

背
景
に

あ
っ

た

思

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

（

5
）

想
・

信
仰
・

習

俗
を
見
て
い

く
。

・

儒
教

　

第
一

巻
〔
浄
土

起
信）

四

で

は
、

「

 
儒
釈
未
嘗
不

同

也
。

其
不
同
者

。

唯
儒
家
止

於
世
問

法
。

釈
氏
又
有
出

世

間

法
。

儒
家
止

於
世

間
法

。

故

独
言
一

世
而
帰
之
於
天

。

釈
氏
又
有

出

世

間
法

。

故
知
累
世

而

見

衆
生

業
縁
之

本
末

。

此

其
所
不
同
耳

。

（

中
略
）

 
所
謂

出
世

間
法

浄
土
尤

有
要
者

。

不
可

以

不
勉
也

。

」

と

述
べ

、

 
儒
教
は

世
間
の

法
に

止
ま

る

が
、

 
仏
教
は

出
世
間
の

法
で

あ

り
、

そ
の

中
で

も
浄
土
の

教
え
が

も
っ

と

も
重
要
で

あ
る

と

説
く

。

五

八

　
ま
た

、

儒
教

に

お
い

て

重
要
な
キ

ー

ワ

ー

ド
で

あ

る

「

孝
養
」

に
つ

い

て

は
、

第
六

巻
（
特
為
勧
喩）

九

「

勧

孝
子
」

に

「

蓋
世

間
之

孝
一

世
而

止
。

猶
為

孝
之

小
者

。

出

世
間
之

孝

無
時

而
尽

。

以

父

母
生

浄

土
。

福
寿

不
止

如

恒
河

沙

劫
。

此

莫
大

孝
也

。

（
中

略
）

上

品
上

生

者

先
言

孝
養
父
母

。

」

と

し
て

、

世
間
の

孝
は
一

世

止

ま

り
だ

が
、

仏
の

教
え
に

よ

り
父

母

を

浄
土

往
生
さ
せ

る
こ

と

は

莫
大
な
孝
養
で

あ
る

こ

と

を

説
く

。

ま
た

、

孝
養
に
つ

い

て

は

第
四

巻

蓚
持

法
門
）

十
三

等

各
所
で

言
及
し

て

い

る
。

　

そ
の

他
、

第
九

巻
「

助
修
上

品
」

で

は

儒
教
と
の

近
似
性
や

相
違
性

を

指
摘
し

な

が

ら

浄
土

の

教
え
の

優
位
性
を

説
く
例
が
数
多
く
あ
げ
ら

れ

る
。

こ

の

よ

う
に

本
書
全

体
に

渡
っ

て

儒
教
を
意
識
し
て

西
方
の

教

え
の

長
所
を

説
き

、

西
方
を

修
す
る
こ

と

を
勧
め
て

い

る

の

で

あ
る

。

・

前
世
・

来
世
・

因
果
応

報

　

本
書
で

は

折
に

触
れ

て
、

今
生
の

境
遇

は

前

世
に

修
め

た

行
業
に

よ

る

も
の

で

あ
り

、

今
生

の

生

き
方
に

よ
っ

て

来
世
の

境
遇
が

変
化
す
る

と

説
き

、

浄
土
を

修
め

る

こ

と

勧
め

る
。

こ

の

よ

う
に

本
書
で

は

前

世
・

来
世
の

存
在
が

前
提
と

し

て

あ
り

、

因
果
応
報
す
る
こ

と

と

考
え

ら
れ
て

い

る
。

　

第
六

巻
二

「

勧
有

官
君
子
」

で

は
、

「

有
官
君

子

無
非

前
世
修

種
作

福
故
受
此

報
。

（

中
略
）

若
更
修
福

。

行

種
種
方
便
愛

人

利

物
之

事
。

以
此

廻
向

西
方

。

則

直
出

輪
廻
之

外
。

寿

楽
無
窮

。

」

と

述
べ
、

現
世

の

地

位
の

高
さ
は

前
世
の

福
に
よ

る

も
の

で

あ
り

、

さ
ら

に

浄
土
を
修
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す
れ

ば

輪
廻
を
脱
出
で

き
る

と

説
く

。

一

方
、

第
六
巻
十

六
「

勧
工

匠
」

で

は
、

「

為
工

匠
者
轟
自

念
。

云
。

我
為
工

匠
。

或
為
人

造
屋

宇
。

或

為
入

作
器
用

。

此

雖
為
善
業

。

然
以

前
世
不
曾
修
種
故

。

今
生

自
不
富

足
。

」

と

し
て

、

前
世

、

浄
土
の

行
業
を

修
め

な

か
っ

た
の

で

富
が
不
足

し
て

人
の

た

め

に

働
く
身
職
に

生

ま
れ
た

と

説
明
す
る

。

・

田

常
生

活
の

重
視

　
本

書
で

は
一

貫
し

て
、

西

方
を

修
す
る

こ

と

は

日

常
生

活
に

支
障
を

き
た

さ

な
い

と

示
し

て

い

る
。

　

第
一

巻
（

浄
土

起
信
）

二

で

は
、

「

所
以

修
者
不
難

。

亦
不
妨
一

切
俗

事
。

故
在
宮
不
妨
職

業
。

在
士
不
妨
修
読

。

在
商
賈
不
妨
販
売

。

在
農

人

不
妨
耕
種

。

在
公
門
不
妨
事
上

。

在
僧

徒
不
妨
参
禅

。

凡
一

切
所
為

皆
不

相
訪

。

」

と
、

ど

ん

な

職
業
で

あ
っ

て

も
西

方
を

修
す
る

こ

と

は

妨
げ
と

な
ら
な
い

と
説
く

。

　

加
え
て

、

第
四

巻
「

修
持

法
門
」

十
三

で

は
、

「

 
若

為
子
而

孝
養

父

母
。

為

兄

而

友
愛

昆
弟

。

為
弟
而

欽
順

其
兄

。

閨
門
之

内

無

不
尽

善
。

宗
族
之

問
無

不
和
睦

。

郷

党
隣
里

姻
親
相

接
以

礼
。

相
与
以

恩
。

以
至

事
君
則
赤
心

為
国

。

為
宮
則
仁
慈
利
民

。

為
長

善
以

安

衆
。

為
下

則
勤

以

事
上

。

或
教
導
愚
迷

。

或
扶
助

孤
弱

。

或
済

急
難

。

或

恵
貧

窮
。

或
修
橋
醐
井

。

或
施
薬
散
食

。

或
減
己
奉
養
以

利

他
人

。

或
臨
財

饒
人
以

自
省
約

。

或
人
以

善
。

或
讃
善
止

悪
。

 
随

力
随

所
作
世

問
一

切
善

。

以

此
國

向
願
生

西

方
亦
可

。

」

と

述
べ

、

西
方
を

修
す
る

こ

と

は
、

 
父

母
・

兄
第

等
家
族
や
一

族
、

近

隣
の

者
、

君

臣
の

間
な
ど

、

『

龍
舒
漁
土

文
』

に
み
る

往
生
入
の

行
業
（
田
　
中

）

家
族
生

活
、

社
会
生

活
を

送
る

申

で

で

き
る

利
他
行
を
は

じ

め
と

す
る

善
行
な

ど

を
、

 
各
自
の

状
況
に

従
っ

て

で

き
る

隈

り
行
い

、

そ
れ
を

回
向
し

て

往
生

を

願
え
と

説
く

。

お
わ

り
に

　
以

上

の

よ

う
に

『

龍
舒
浄
土

文
』

は
、

浄
土
の

行
業
を

修
め

る

こ

と

は
、

日

常
生
活
に

お
い

て

無
理
な
く
行
え
る

こ

と

で

あ
り

、

そ

れ

は

儒

教

を

生

活
の

基

本
と

し
、

道

教
を

信

仰
す
る

な

か
で

も

行
え

、

孝

養
・

家
の

繁
栄
な

ど

儒
教
約
な
利
益

も
、

寿
命
が
延
び

る

等
の

道
教
的

な
利
益
も
蒙
る
こ

と
を

説
く

。

　
つ

ま
り
本
書
は

、

当
時
の

在
俗
の

思

想
・

信
仰
・

習
俗
の

申
で

い

か

に

浄
土
教
を
普
及

さ

せ
る
か

を

考
え

、

浄
土

の

行
業
の

功
徳
と

行
業
を

修
す
る

た

め

の

実

践
的
な
行
動
を

述
べ

て

い

る

の

で

あ

る
。

　

当
時

、

中
国
や

日
本
で

数
多
く
編

纂
さ
れ

た

往
生

伝
の

撰
述
者
は

そ

の

序
に

お
い

て
、

往
生

伝
は

読
む
こ

と

で

読
者
に

発
心
を
さ
せ

、

往
生

入
と

結
縁
し

て

往
生

す
る

こ

と

を
目
的
と

し

て
い

る

こ

と

を
述
べ

て

お

り
、

撰
述
の

意

図
と

し

て

は

受
動
的
な
書
物
で

あ
っ

た
。

そ
れ

に

対
し

て

本
書
は

積
極
的
に

浄
土

を

修
し

、

人
を

教

化
し

、

そ
の

輪
を

広
げ
て

い

く
と
い

う
社

会
運
動
的
な

側
面
を

も
つ

、

能

動
朗
な
浄
土
教
の

書
籍

と

位
置
づ

け
ら

れ

る
。

こ

れ
は

編
者
・

王

日
休
が

考
え
る

菩
薩
道
の

実

践
の
一

つ

の

表
れ

と

考
え
る

。

五

九
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『

龍

舒
浄
土

文
』

に
み
る

往
生
人
の

行
業
（
田

　
中
）

1
　
先
行

研
究

に

お
い

て

本
書
は

中
国
居
士

仏
教
を

考
察
す
る

な
か
で

多
々

　

触
れ

ら

れ

て

き
て

い

た

が、

本
書
そ
の

も
の

を

主

題
と

す
る

研
究
は

多

　

く
な
い

。

本
書
を

主
題

と
し

た

先
行

研
究
に
は

、

小
笠
原
宣
秀
『

中
国
近

　

世
浄

土

教
史
の

研
究
』

（

百
華
苑、

一

九
六

三

年
）

、

同

「

宋
代
の

居
士
王

　

日

休
と

浄
土

教
」

（
『

結
城
教
授

頌
寿

記
念

仏
教

思
想

史
論
集
』

、

大
蔵
出

　

版
、

一

九

六

四

年
）

、

林

田

康
順
「

王

日

休
『

龍
舒
浄

土

文
』

の

研
究

　
（

一
）

　
　

王

日

休
の

生

涯
考

　
　
」

（
『

印
度
学
仏
教
学
研

究
」

四
一

巻

　
一

号、

一

九
九
二

年）
、

同
「

王
日

休
『

龍
舒
浄
土
文
』

の

研
究
（
二
）

　

そ
の

撰
述

年
次
と

増
広
考

　
　
」

（
『

宗
教
研

究
』

二

九

五

号、

一

九

九
三

　

年）
、

同
「

王

日

休
『

龍
舒
浄

土

文
』

の

影
響
（

二
）

　

　

巻
第
六

「

特

　

為
勧
諭
篇
」

を

中
心
と

し
て

　
　
」

（

『

仏
教
論
叢
』

三

七

号、

一

九

九
三

　

年）
、

同
「

王

日

休
『

龍
舒
浄
土

文
』

の

研
究
（
五
）

　

　

人
間
観

　
（
『

仏
教
論
叢
』

三

八

号、
　一

九
九

四

年
）

、

原
田

哲
了
「

い

わ
ゆ

る

『

龍

　

舒
浄
土
文
』

の

研
究
」

（
『

印
度
学
仏
教

学
研

究
』

五
一

巻
一

号
、

二

〇
〇
二

　

年）

が

あ
る

。

浄

土

宗
祖

師
等
の

著

述
に

表
れ

た

本
書

に
つ

い

て

は
、

林

　

田

康
順

「

王

日

休
『

龍
舒
浄
土
文
」

の

影
響

　
　
聖
聡

上
人
『

当
麻
曼
陀

　

羅
疏
』

を

中
心
と

し

て

　
　
」

（

『

仏

教

論
叢
』

三
六

号
、

一

九
九
二

年）
、

　

同
「

王

日

休
『

龍
舒
浄
土
文
』

の

影
響
（
三
）

　
　

浄
土

宗
祖
師
の

引

用

　

四

類
型
概
観

−
」

（
『

大
正

大
学
大

学
院
研

究
論
集
』

一

七

号
、

一

九
九
三

　

年）
、

同

「

王

日

休
『

龍
舒
浄
土

文
』

の

研
究
（

三
）

　
　

巻
第
六

「

特

　

為
勧
諭
篇
」

の

思

想
に

つ

い

て

ー
」

（
『

印
度

学
仏
教
学
研

究
』

四
二

巻

　
一

号
、

　一

九
九
三

年
）

等
が

あ
る

。

2
　
拙
稿
「

往
生
人

と

阿
弥
陀
像
」

（
『

日

本
宗
教
文
化
史
研

究
』

　一

〇

巻
二

　

号、

二

〇

〇

六

年
）

、

同
「

往
生

人
と

行
業
に

関
す
る
一

考
察

ー
仏
像

　

に

関
す
る

行
業
を
中

心
に

ー
」

（

『

日

本
宗
教
文
化
史
研
究
』

一

二

巻
一

　

号
、

二

〇
〇

八

年
）

、

「

往
生

伝
に
み
る

親
と

子
」

（

『

印
度
学
仏

教
学
研

究
』

　

六
〇

巻
二

号、

二

〇
一

二

年）

等
。

な

お、

本
書
の

テ

キ
ス

ト
は

『

大

正

六
〇

　

蔵
』

四

七

巻
之

9
お
刈
O

を

使
用
し

た
。

3
　
前
掲
註
（

1
）

小
笠

原
氏
「

宋
代
の

居
士

王
日

休
と
浄
土

教
」

参
照

。

4
　
「

特
為
勧
喩
」

に
つ

い

て

は
、

前
掲
註

（

1
）

林
田

「

王

日

休
『

龍
舒

　

浄
土
文
』

の

研
究
（

三
）
　
　

巻
第
六

「

特
為
勧
諭

篇
」

の

思

想
に

つ

い

　

て

ー
」

）
、

同
「

王

日

休
『

龍
舒
浄
土

文
』

の

影
響
（
二
）

　

　

巻
第
六

　
「

特
為
勧
諭
篇
」

を

中
心
と

し
て

　
　
」

で

考
察
が

な
さ

れ
て

い

る
。

5
　
唐
・

宋
代
の

士

大
夫
の

仏

教

受
容
の

状
況
や

背
景
に
つ

い

て

は
、

中
嶋

　

隆
藏
「

士

大
夫
の

仏
教
受
容
」

、

唐
代
の

民

衆
の

思

想
、

信
仰

、

文
化
に

　

つ

い

て

は
、

齊
籐
隆
信
・

西

本

照

真
「

民

衆
仏
教
の

系
譜
」

（
い

ず
れ

も

　
『

新
ア

ジ

ア

仏
教
史
七

中
国

H
隋
唐

興

隆
・

発

展

す
る

仏

教』
、

佼
成

　

出
版
社

、

二

〇
一

〇

年
）

、

前
掲
註

（

1
）

小
笠

原

氏
『

中
国

近
世
浄
土

　

教
史
の

研

究
』

、

宋
代
の

思
想
に

つ

い

て

は
、

土
田

健
次
郎
「

宋
代
の

思

　

想
と

文
化
」

（

『

新
ア

ジ
ア

仏

教
史
八

中

国
皿

宋
元
明
清

中
国
文

化
と

し

　

て
の

仏

教
』

）

等
参
照

。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　

儒
教、

居
士

仏

教、

往
生

伝

　

　

　
（

佛
教
大
学
総
合
研
究
所
特
別
研
究
員
）
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